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　　　【刑事訴訟法】判例の動き◆宇藤　崇
1　包括一罪を構成する一連の暴行による傷害と訴因の特定（最一小決平成 26・3・17）◆高倉新喜
2　少年法 20条により送致された事件の公訴提起（最一小判平成 26・1・20）◆大久保隆志
3　特別抗告審における原決定の取消しと保釈の許可（最三小決平成 26・3・25）◆上田信太郎
4　公判前整理手続に明示されなかった争点の取扱い（最三小判平成 26・4・22）◆松代剛枝
5　違法な取調べによる自白に基づいて獲得された証拠の証拠能力（東京高判平成 25・7・23）◆金子　章
6　量刑傾向と量刑（最一小判平成 26・7・24）◆亀井源太郎
7　控訴審における事実誤認の審査（最一小決平成 25・10・21）◆寺崎嘉博
8　死刑確定囚と再審請求弁護人との秘密面会（最三小判平成 25・12・10）◆斎藤　司

＊タイトル・掲載順は変更する場合がありますのでご了承ください。
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手形・小切手というと，読者の皆さんには，授業で教わる以外，特になじみのない世界と思
われるかもしれません。最近では，電子的支払・決済等の普及のため，手形・小切手の利用
も減少しています。しかし，現在も手形・小切手が商取引において依然活用されていること

は事実であり，社会に出る前にこの分野を習得することは，非常に有用です。
　本書は，手形法・小切手法に関する重要判例を体系的に整理したうえで，100件収録しています。
旧版（第 6版）から，10年ぶりの刊行となりますが，この間，手形法・小切手法に関して，大きな改
正は行われていません。ただ，関連する法律（民法，会社法，非訟事件手続法等）の改正を受け，内容
のアップデートを行いました。また，本書は旧版と異なり，手形・小切手を中心とした有価証券に関す
る判例に絞って構成されています。
　難解と言われる手形法・小切手法理論ですが，実際にはどのように法解釈され運用されているのか。
実務と理論双方を効率良く学習できる格好の教材として，本書をお役立てください。（N.T）
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